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① 町長のリーダーシップについて 
 幸福度日本一を提唱し、情報インフラの確立を公約に立候補され、早１３年が経
ちましたが、最近は情報インフラの話も全く耳にすることもなく、どうなったので
しょうか。言葉遊びは必要ないと思っています。 
 今回は、本町が抱える問題について多方面から尋ねます。 
 去る３月２２日に高田南宅地整備事業竣工記念式典が大変な費用をかけ盛大に行
われました。高田南土地区画整理事業は、昭和５９年に都市計画決定が行われ、６
１年から施工された長崎県委託事業であります。当時の町の一般会計予算は約６０
億円、当該事業にかかる費用は１１０億円という、誰が見ても無謀かつ無責任な公
共による乱開発事業でした。現在では３３７億円と途方もない事業費になってお

り、住民の負担を考えると１世帯２０万円の負担に相当します。一番の問題は、４
０年に亘り移住を余儀なくされた地権者のご苦労であり、計り知れないものがあり
ます。まだ事業終了までに、残工事、換地事務、測量業務、保留地問題が残されて
おり、あと何年かかるかわからないのに竣工式の意図が理解できません。また、今
後発生する保留地処分、４０年前の劣化した土地改修事業等、最大の問題は当該開
発に伴うアクセス道路の見通しは全く立っていません。アクセス道路を含め長与町

の将来像について質問する。 

（１）町の将来像について＜有効土地利用含む＞ 

（２）財政健全化対策について 

（３）副町長人事について 

（４）丸田荘事件隠ぺいについて 

（５）新図書館等複合施設契約について 

（６）高田南土地区画整理事業に伴うアクセス道路について 

 
 

 


